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夏季企画展「みんなの戯画展」 2021年7/29（木）ー10/3（日）
本物の偽物、偽物の本物？見方を変えると意外に楽しい掛軸を一堂に展示しています。

通常展「大和川付替えと植田家の収蔵品～月替り編～」10/6（水） ー12/24（金） 
大和川付替えの歴史や旧植田家に関するパネルの展示に一部収蔵品を月替わりで展示します。

※休館日はP15をご覧ください

展示のご案内
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表紙写真

《一郎の懐中時計》

植田家５代目一郎が愛用していた懐中時計。
明治頃のいわゆる商館時計とみられ、製造元は
不明であるが、特徴からスイス製と思われる。
和装に相応しい紐が付いている。企画展「旧
植田家時計展、時刻巡り」は 4.5 頁を参照。
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令
和
３
年
度  

春
季
企
画
展 

 

旧
植
田
家
時
計
展
、時
刻
巡
り

 　

時
は
令
和
３
年
コ
ロ
ナ
禍
の
臨
時
休
館
真
っ
只
中
、

４
月
29
日
よ
り
春
季
企
画
展「
旧
植
田
家
時
計
展
、

時
刻
巡
り
」が
始
ま
っ
た
。正
確
に
は
臨
時
休
館
明
け

の
６
月
21
日（
月
）か
ら
の
開
催
と
な
り
、本
企
画
展
は

予
定
の
期
間
を
２
週
間
延
長
し
、７
月
25
日（
日
）ま
で

と
し
た
。

　

現
代
を
含
め
旧
植
田
家
住
宅
に
あ
る
全
て
の
資
料

は
旧
植
田
家
の
歴
史
を
物
語
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を

映
し
出
す
も
の
と
い
え
る
。時
代
と
は
膨
大
な
時
間
の

集
積
に
一
定
の
区
分
を
与
え
た
も
の
で
、時
間
は
さ
ら
に

刻
む
こ
と
で
時
刻
と
な
る
。こ
の
時
刻
を
計
る
も
の
と

し
て「
時
計
」
が
使
わ
れ
、
現
代
生
活
で
は
も
ち
ろ
ん

旧
植
田
家
に
お
い
て
も
長
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

本
企
画
展
で
は
、時
代
毎
の
文
化
を
反
映
す
る
も
の

と
し
て
、
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
時
刻
と
向
き

合
っ
て
き
た
の
か
を
収
蔵
品
の
時
計
か
ら
読
み
取
り
、

時
に
は
掛
け
て
、あ
る
時
は
置
き
、身
に
着
け
て
、ま
た

あ
る
時
は
書
き
、見
て
、聞
い
て
、知
る「
時
刻
巡
り
」

を
試
み
た
。

【
掛
け
時
計（
箱
型
・
丸
型
）】

　

時
計
の
定
番
で
あ
る
掛
け
時
計
は
大
き
く
分
け

25（日）
※会期延長

三田八郎著「時刻の見方図」明治7年頃
「西洋時計便覧」（左）
「暦カレンダー」（右）



― 5 ―5

て
箱
型
と
丸
型
に
分
類
が
で
き
る
。さ
ら
に
箱
型
は
八
角

型
の
も
の
や
屋
根
の
つ
い
た
宮
型
、
長
方
形
な
ど
が

あ
り
、
動
力
は
昔
は
ゼ
ン
マ
イ
式
が
主
流
で
あ
っ
た

が
、
時
代
と
と
も
に
電
気
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。一
方
で
丸
型
も
大
き
さ
や
厚
み
、素
材
、動
力

な
ど
の
違
い
が
あ
り
、
時
代
や
用
途
に
応
じ
て
進
化

の
過
程
が
み
て
と
れ
る
。

【
置
き
時
計
】

　

概
ね
小
型
の
置
き
時
計
は
、目
覚
ま
し
機
能
付
き
や

意
匠
の
凝
っ
た
も
の
が
多
い
。
収
蔵
品
の
ひ
と
つ
に

は
ド
イ
ツ
製
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
機
能
が
つ
い
た
も
の
も

見
ら
れ
た
。ま
た
実
用
だ
け
で
な
く
イ
ン
テ
リ
ア
と

し
て
も
最
適
な
置
き
時
計
は
、当
時
贈
答
品（
記
念
品
）

と
し
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
時
計
の
裏
に
刻

ま
れ
た
祝
い
の
文
字
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
。

【
西
洋
時
計 

ほ
か
】

　

そ
の
ほ
か
明
治
時
代
に
暦
が
替
わ
り
時
刻
の
見
方
が

大
き
く
変
わ
っ
た
時
代
の
書
籍
や
教
育
用
の
掛
軸
、

あ
る
い
は
懐
中
時
計
や
腕
時
計
も
わ
ず
か
に
の
こ
り
、

歴
史
の
移
り
変
わ
り
を
身
近
に
感
じ
る
事
が
で
き
る
。

ま
た
時
刻
と
い
え
ば
や
は
り
列
車
の「
時
刻
表
」は
欠
か

せ
ず
、今
回
初
出
展
の
も
の
を
含
め
て
４
点
の
時
刻
表

を
展
示
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
今
で
き
な
い
旅
行
の
代
わ

り
に「
時
刻
巡
り
」は
い
か
が
だ
ろ
う
。（

学
芸
員　

安
藤 

亮
）

丸型電池式時計、モーター時計、電気時計

宮型振り子時計（ボンボン時計）

箱型電池式時計、箱型カレンダー付時計

八角型振り子時計

ずらり置き時計各種

←「時計展 展示品目録」

米 国 製 時 計 、船時計、大型振り子時計

「列車時刻表 各種」明治～昭和

腕時計と鎖各種

懐中時計（明治頃）

掛
け
・
置
き
・
腕
・
懐
中
・
・
・
・
。
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４
～
５
月
の
イ
ベ
ン
ト

中
止
・
中
止
・
延
期

　

新
年
度
を
迎
え
、昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は
収
ま
る
様
子
も
な
く
、予
定

し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
、４
月
頃
か
ら
の
感
染
拡
大
を
あ
る

程
度
予
測
し
、元
々
イ
ベ
ン
ト
の
少
な
い
時
期
で

も
あ
っ
た
た
め
、４
月
は
あ
ま
り
影
響
が
な
か
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
４
月
25
日（
日
）か
ら
１
ヵ
月
以
上
も

「
ま
た
ま
た
臨
時
休
館
」（
11
頁
参
照
）
と
な
り
、

ま
ず
は
４
月
29
日
～
７
月
12
日
ま
で
予
定
し
て
い

た
春
季
企
画
展「
旧
植
田
家
時
計
展
、時
刻
巡
り
」

が
延
期
、５
月
初
め「
旧
家
で
記
念
撮
影
～
こ
ど

も
の
日
～
」が
中
止
、そ
し
て
昨
年
か
ら
の
初
企
画

「
畑
活
用
計
画（
は
た
プ
ロ
）」が
２
年
連
続
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。続
く
５
月
16
日（
日
）の「
ぶ
ら
り

大
和
川
～
太
田
・
沼
周
辺
」も
、緊
急
事
態
宣
言
前

の
４
月
中
に
下
見
を
終
え
た
も
の
の
、
当
日
の

実
施
は
取
り
止
め
ま
し
た
。ち
な
み
に
こ
ち
ら
は

10
月
に
延
期
を
決
め
、
参
加
申
込
み
を
さ
れ
た
方

に
は
改
め
て
連
絡
が
行
き
ま
す
の
で
、今
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い（
事
務
連
絡
）。

　

さ
て
、４
月
～
５
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、緊
急
事
態
宣
言
と
臨
時
休
館
明
け
に

備
え
、中
で
は
今
後
の
準
備
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
、普
段
は
表
に
見
え
な
い
業
務
に
力
を
注
ぎ
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
続
い
て
い
る
大
阪

教
育
大
学
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
の
学
生
と
の

連
携
も
継
続
し
、日
常
業
務
か
ら
新
企
画
の
提
案

に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
終
息（
収
束
）に
向
け
て
感
染
対
策
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、「
安
全
・
安
心
な
」
だ
け
で

は
な
く「
必
要
・
不
可
欠
な
」事
業
を
今
後
も
展
開

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
タ
ッ
フ
）

●
４
月
か
ら
の
覚
書

令
和
３
年
度（
２
０
２
１
年
度
）

・
４
月
８
日（
木
）

　

大
阪
府　

医
療
非
常
事
態
宣
言（
～
５
月
５
日
）

・
４
月
25
日（
日
）～
５
月
11
日（
火
）

　

緊
急
事
態
宣
言（
３
回
目
）に
よ
り
臨
時
休
館

・
４
月
29
日（
木
）～
７
月
12
日（
月
）

　

企
画
展「
旧
植
田
家
時
計
展
、時
刻
巡
り
」▽
延
期

・
５
月
１
日（
土
）～
16
日（
日
）

　

旧
家
で
記
念
撮
影
～
こ
ど
も
の
日
～
▽
中
止

・
５
月
８
日（
土
）

　

畑
活
用
計
画（
は
た
プ
ロ
）▽
中
止

・
５
月
11
日（
火
）

　

緊
急
事
態
宣
言　

延
長（
～
５
月
31
日
）

・
５
月
16
日（
日
）

　

ぶ
ら
り
大
和
川
～
太
田
・
沼 

周
辺
～
▽
延
期

・
５
月
27
日（
木
）

　

防
火
設
備
点
検

・
５
月
31
日（
月
）

　

緊
急
事
態
宣
言　

再
延
長
（
～
６
月
20
日
）

　

そ
し
て
６
月
へ
…

休
館
中
、庭
に
×
印
が
!?

犯
人
は
コ
ガ
ネ
グ
モ
で
し
た
。
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座
敷
で
ゆ
っ
た
り
講
座
１

植
松
地
域
の
む
か
し
話

　

令
和
３
年
度
の
講
座（
全
３
回
）は
、昨
年
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
講
座
を
再
度

企
画
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た「
座
敷
で
ゆ
っ
た
り

講
座
」と
し
て
実
施
。第
一
回
目
は
旧
植
田
家
と
も
縁

の
深
い
植
松
地
域
に
あ
る
お
寺
、
法
覚
寺
の
長
老
で

名
誉
保
護
司
の
山
田
隆り

ゅ
う
し
ょ
う章

氏
を
お
招
き
し
、「
植
松
地
域

や
周
辺
の
歴
史
・
文
化
」に
つ
い
て
、約
１
時
間
お
話

を
う
か
が
っ
た
。

　

今
回
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
」「
八
尾

の
気
候
と
地
形
」「
八
尾
の
歴
史
」「
龍
華
の
由
来
」「
植

松
の
由
来
と
渋
川
神
社
」「
聖
徳
太
子
と
古
戦
場
」の

６
つ
で
、法
話
も
交
え
な
が
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
は
、本
講
座
も
６
月
に
予
定
し
て

い
た
が
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
延
期
し
た
よ
う
に
、そ
の

影
響
は
大
き
く
、ワ
ク
チ
ン
の
問
題
で
は
人
間
の
あ
ら

ゆ
る
状
態
を
禅
語
で
示
さ
れ
た
。ま
た
昨
今
の
自
然
災
害

の
脅
威
は
人
災
で
あ
る
こ
と
や
、八
尾
の
歴
史
に
つ
い
て

は
幅
広
い
知
識
と
見
識
を
も
っ
て
語
ら
れ
、し
ば
し
ば

頷
か
さ
れ
た
。

　

現
在
八
尾
市
は
由
義
寺
の
塔
の
発
見
や
聖
徳
太
子

没
後
千
四
百
年
な
ど
地
域
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
に

よ
っ
て（
一
部
）盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。し
か
し

こ
の
龍
華
・
植
松
に
も
ま
だ
ま
だ
魅
力
あ
る
歴
史
や

文
化
が
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
を
山
田
隆
章
氏
は
講
座

を
通
じ
て
語
ら
れ
た
。

（
学
芸
員　

安
藤 

亮
）

法覚寺長老・山田隆章氏

我利我利亡者、忘己利己利…。 ホワイトボードに板書する隆章氏。

「三密」から「三ベル」へ !
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特
別
企
画

　

旧
植
田
家
Ｚず

ー
ｏ
ｏ
宅
２
０
２
１

　
　

 

～
建
物
に
潜
む
動
物
を
探
し
て
文
化
財
に
親
し
も
う
～

　
「
旧
植
田
家
住
宅
が
動
物
園
に
!?
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

今
年
８
月
１
日（
日
）
か
ら
９
月
12
日
（
日
）
ま
で
の

期
間
、主
屋
を
中
心
に
初
の
試
み
と
な
る
特
別
企
画
を

開
催
。建
物
の
約
30
ヵ
所
に
隠
れ
た
様
々
な
動
物
た
ち

（
イ
ラ
ス
ト
）を
見
つ
け
て
文
化
財
に
親
し
む
企
画
で
す
。

　

動
物
は
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
て
い
る
以
外

の
物
も
含
め
て
40
種
以
上
が
居
り
、建
物
や
場
所
を
案
内

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。ま
た
見
つ
け
た
動
物
は
缶
バ
ッ
ジ

に
で
き（
制
作
体
験
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
。
販
売
の
み
）、

お
土
産
と
し
て
も
最
適
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
来
館
者
は
減
っ
て

い
ま
す
が
、夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
親
子
で
参
加
を

さ
れ
た
り
、偶
然
通
り
か
か
っ
て
来
館
し
た
ら「
意
外

に
楽
し
め
た
」と
い
う
人
も
急
増（
？
）し
、お
気
に
入
り

の
動
物
た
ち
と
も
出
会
え
ま
す
。ま
た
今
回
は
来
館
時

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
の
解
説
用
紙
も
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、お
家
に
帰
っ
て
か
ら
も「
旧
植
田
家
Ｚ
ｏ
ｏ
宅
」

が
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
缶

バ
ッ
ジ
は
絶
賛
販
売
中
。

  

●
動
物
・
建
物
ガ
イ
ド
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ（
一
冊
１
０
０
円
）

   

●
缶
バ
ッ
ジ
Ｚ
ｏ
ｏ 

30
種
以
上（
一
個
１
０
０
円
）

動物・建物ガイド BOOK
（100部限定。1冊100円）

見　本

長屋門付近のキリン土蔵のゾウ

式台に小さな鹿
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意外なところにも動物が… つし二階のプレーリードッグとミーアキャットたち

梁（はり）の上にハリネズミを発見！

この中に 3 種類の動物が隠れてます

氷式冷蔵庫を開けてみると…

こちらは開けないで
お風呂場のゴマフアザラシ

床の間の

「狆
ちん

くぐり」

ミミズクとドロバチ
（ジガバチ？）の巣

鴨居のカルガモ親子

どこ行くのー

建物のいろんなところに

40 種以上の動物たちが !
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四
会
所
だ
よ
り

長
瀬
川
扇
状
地

　

旧
植
田
家
住
宅（
安
中
新
田
会
所
）は
長
瀬
川
の

堤
防
上
に
立
地
し
て
い
る
。１
７
０
４
年
の
大
和
川

付
け
替
え
に
よ
っ
て
旧
大
和
川
筋
の
河
床
は
新
田

地
と
な
り
，そ
の
一
画
を
占
め
た
安
中
新
田
の
経
営

拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

　

長
瀬
川
は
大
和
川
と
石
川
の
合
流
点
付
近
を

谷
口
と
し
て
河
内
平
野
南
端
に
扇
状
地
を
つ
く
り

な
が
ら
流
れ
て
い
た
。そ
こ
を
扇
状
地
と
呼
ぶ
こ
と

に
違
和
感
を
覚
え
る
読
者
は
多
い
だ
ろ
う
。従
来
，

こ
の
辺
り
の
地
形
を
沖
積
平
野
，沖
積
低
地
，あ
る
い

は
氾
濫
原
な
ど
と
様
々
な
用
語
で
呼
ん
で
き
た
が
，

ど
れ
も
正
解
で
あ
る
。さ
ら
に
地
形
種
を
絞
り
込
む

な
ら
ば
扇
状
地
と
呼
ぶ
こ
と
が
相
応
し
い
。
扇
状

地
と
は
谷
口
を
頂
点
と
し
て
下
流
側
に
向
か
っ
て

扇
形
に
広
が
る
斜
面
を
指
す
。

　

扇
状
地
の
川
の
振
る
舞
い
は
い
か
な
る
も
の
か
？

晴
天
時
は
広
範
な
上
流
域
に
繋
が
る
１
本
の
幹
線

流
路
が
存
在
し
，
荒
天
に
な
る
と
そ
の
流
路
か
ら

（28）

土
砂
が
溢
れ
，新
た
な
自
然
堤
防
を
形
成
し
，あ
る
い

は
自
然
堤
防
が
破
堤
し
，流
路
は
転
流
し
，や
が
て

分
岐
と
合
流
を
繰
り
返
す
網
状
流
路
と
な
る
。減
水

と
と
も
に
氾
濫
原
に
は
州
と
流
路
跡
か
ら
な
る
凹
凸

地
形
が
残
り
，１
本
の
幹
線
流
路
に
戻
る
。扇
状
地
の

河
川
は
増
水
し
て
溢
れ
る
度
に
流
路
を
変
え
て
い
た

と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

今
と
な
っ
て
は
想
像
し
に
く
い
が
，
か
つ
て
の

河
内
平
野
に
は
扇
状
地
が
つ
く
っ
た
凹
凸
地
形
が

現
れ
て
い
た
よ
う
だ
。大
庭
重
信
氏
を
中
心
と
す
る

共
同
研
究（
注
１
）
で
は
，お
よ
そ
２
４
０
０
地
点
の

発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
年
代
資
料
と
古
地
表
面

の
標
高
に
も
と
づ
き
，
縄
文
時
代
か
ら
奈
良
時
代

の
古
地
形（
各
時
代
の
等
高
線
）が
復
元
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
復
元
図
に
は
凹
凸
地
形
が
見
事
に
再
現

さ
れ
て
お
り
，ま
さ
し
く
扇
状
地
で
の
河
川
の
振
る

舞
い
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

河
床
勾
配
が
ほ
と
ん
ど
な
い
三
角
州
の
河
川
は

別
と
し
て
，分
岐
し
た
幹
線
流
路
が
晴
天
時
に
併
存

す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
川
は
常
に
最
も
低
い

と
こ
ろ
を
め
が
け
て
流
れ
る
か
ら
だ
。ゆ
え
に
人
間

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
く
し
て
玉
串
川
が
長
瀬
川
の

分
岐
流
路
と
し
て
併
存
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。
玉
串
川
は
長
瀬
川
と
生
駒
西
麓
扇
状
地
に

鴻
池

新
田

挟
ま
れ
た
低
地
を
排
水
す
る
流
路
を
固
定
し
，そ
の

流
路
を
二
俣
で
長
瀬
川
に
接
続
し
た
人
工
的
な
河
川

と
み
な
せ
る
。

　

自
然
堤
防
や
後
背
低
地
を
利
用
す
る
人
間
に

と
っ
て
自
然
状
態
で
の
河
川
の
振
舞
い
は
な
に
か
と

厄
介
な
の
で
，溢
れ
な
い
よ
う
，あ
る
い
は
流
路
位
置

が
変
わ
ら
な
い
よ
う
堤
防
を
築
い
て
き
た
。式
内
社

の
分
布
か
ら
す
る
と
「
玉
串
川
接
続
工
事
」は
平
安

時
代
に
は
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。記
紀
に
み
え
る

「
長
瀬
堤
」，「
渋
川
堤
」は
長
瀬
川
築
堤
工
事
が
奈
良

時
代
に
遡
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ど
う
や
ら
河
内

平
野
南
部
の
人
工
的
な
水
文
環
境
の
原
初
は
古
代

に
ま
で
遡
り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
（
史
跡
重
要
文
化
財 

鴻
池
新
田
会
所　

別
所
秀
高
）

注
１

大
庭
重
信
編
２
０
２
０「
先
史
・
古
代
の
河
内
平
野
南
部
地
域

の
古
地
理
復
元
を
通
じ
た
ジ
オ
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
の
実
践
研
究

―
２
０
１
７
年
度
～
２
０
１
９
年
度
科
学
研
究
費
基
盤（
C
）

（
一
般
）成
果
報
告
書
」大
阪
市
文
化
財
協
会
．（https://

w
w

w
.occpa.or.jp/kenkyu/kaken/kaken_ohba2017-

2019_pdf/ohbakaken2017-2019_ch.01-04.pdf 

[

２
０
２
１
年
７
月
31
日
閲
覧]

）
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【
臨
時
休
館
中
】

　

４
月
25
日（
日
）か
ら
５
月
11
日（
火
）ま
で
の

予
定
が
５
月
31
日（
月
）、６
月
20
日（
日
）ま
で
へ

と
臨
時
休
館
が
延
長
。そ
の
間
、こ
ど
も
の
日
が

あ
り
、畑
で
は
木
綿
と
勝こ

つ
ま
な
ん
き
ん

間
南
瓜
が
す
く
す
く
と

育
ち
、碓う

す
い
え
ん
ど
う

井
豌
豆
の
プ
ラ
ン
タ
ー
か
ら
は
理
事
長

が
生
え
て
き
ま
し
た（
豆
を
収
穫
中
の
様
子
）。

ま
た
そ
れ
以
外
に
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

開
館
に
備
え
て
の
準
備
も
ば
っ
ち
り
で
す
。

日日植田家住宅
-日常から日用まで -

雑記帳

第5日：またまた臨時休館…

【
再
開
後
】

　

６
月
21
日（
月
）、約
２
ヵ
月
に
わ
た
る
臨
時
休
館

が
明
け
、す
っ
か
り
七
夕
の
シ
ー
ズ
ン
に
。願
い

事
は
も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
字
が
き
れ
い

に
な
る
こ
と
。市
内
各
所
の
公
共
施
設
に
検
温
機

付
オ
ー
ト
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
が
設
置
さ
れ
、受
付
前

で
も
検
温
と
自
動
消
毒
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
以
前
に
支
給
さ
れ
た
空
気
清
浄
機
が
、

講
座
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
古
民
家
の
特
性
と
も

相
ま
っ
て
、活
躍
し
て
い
ま
す
。

Kyu-ka
n

【何度目？緊急事態宣言】

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

2020 年４月～５月に続き、2021 年 4 月～ 6 月

2 度目の臨時休館となりました。これまで大阪

には「医療非常事態宣言」や4 度の「緊急事態

宣言」が発出されています。8 月現在は4 度目

の緊急事態宣言中ですが、休館には至ってい

ません。度重なる緊急事態（有事）が平時に

なりつつある状況ですが、しっかりとした感染

対策をとりながらの開館を心がけています。

①検温自動消毒機の組立て   ②設置   ③某 AI ロボ（漫画）風
④宇宙に願いを（七夕）   ⑤コロナ対策仕様の講座セット

①

② ③ ⑤

④

こ
ど
も
の
日
～

木綿（左）と
勝間南瓜（右）

畑

木
に
な
る
理
事
長

   （
豌
豆
の
収
穫
作
業
中
）

Kai-kan
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こ
ど
も
昔
く
ら
し
体
験-

夏
編-

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
旧
植
田
家
住
宅
へ

遊
び
に
来
る
こ
ど
も
た
ち
の
数
も
す
っ
か
り
と

減
り
、
そ
の
ま
ま
夏
休
み
に
突
入
。
毎
年
実
施

す
る「
こ
ど
も
ガ
イ
ド
体
験
講
座
」
を
今
年
は

少
し
趣
向
を
変
え
、主
に
昭
和
の
夏
の
く
ら
し

を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
、３
名
の
こ
ど
も

た
ち
が
参
加
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
講
座
室
で
昔
の
夏
の
く
ら
し
の
話
を

聴
き
、み
ん
な
で「
夏
の
イ
メ
ー
ジ
」を
出
し
合

い
ま
す
。そ
の
中
で
昔
か
ら
あ
る
も
の
に
注
目

し
て
、夏
の
く
ら
し
を
探
す
建
物
見
学
に
進
み

ま
し
た
。ク
ー
ラ
ー
の
な
い
昔
の
家
を
体
験
し
、

快
適
に
過
ご
す
た
め
の
工
夫
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。ま
た
井
戸
水
の
水
温
を
計
っ
て
冷
た
さ
を

体
感
し
た
り
、見
学
後
に
は
井
戸
水
で
打
ち
水

も
行
な
い
ま
し
た
。「
水
の
○
○
！
」
と
言
い

な
が
ら
豪
快
に
打
ち
水
を
楽
し
む
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
は
め
っ
た
に
で
き
な
い
板い

た
の
ま間

の
上
の

涼
し
い
場
所
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
体
験（
？
）と
、

風
が
そ
よ
ぐ
座
敷
の
縁
側
で
う
ち
わ
片
手
に

ア
イ
ス
を
い
た
だ
き
、静
か
に
夏
の
風
情
を
満
喫

し
ま
し
た
。次
回
は
12
月
に「
冬
編
」を
予
定
。

（
旧
植
田
家
住
宅
ス
タ
ッ
フ
）

縁側で団扇とアイスで涼む。板間でゴロゴロ～。

昔の夏のくらしを知ろう→夏のイメージは？→夏のくらしを探そう→ひんやり井戸水→

夏の過ごし方→夏の道具を探そう→打ち水体験→板間でゴロゴロ→縁側で団扇パタパタ
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【
植
田
家
住
宅
の
・
ち
ょ
っ
と
し
た
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　
 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
！

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
２
０
２
１
年
６
月
20
日（
日
）

　

長
期
に
わ
た
る
臨
時
休
館
最
終
日
の
６
月
20
日（
日
）、

し
お
ん
じ
や
ま
古
墳
学
習
館
主
催
の〈
オ
ン
ラ
イ
ン

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
・
古
墳
カ
フ
ェ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．５
〉が
同
館

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
旧

植
田
家
住
宅
も
参
加
し
た
。本
イ
ベ
ン
ト
は「
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
地
域
が
楽
し
く
な
る
!?
作
戦
会
議
・
八
尾
編
」

と
題
し
て
、
し
お
ん
じ
や
ま
古
墳
学
習
館
を
中
心
に

八
尾
市
内
の
文
化
財
関
係
者
ら
が
オ
ン
ラ
イ
ン
を
介

し
て
集
ま
り
、各
々
活
動
や
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

参
加
施
設
等
は
次
の
通
り
。萩
原
家
住
宅 

茶
吉
庵
、

旧
植
田
家
住
宅
、八
尾
廃
校SATODUKURI BASE

、八
尾

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、八
尾
市
観
光
・
文
化
財
課
。

最
後
に
は
阪
南
大
学
国
際
観
光
学
部
教
授
の
和
泉

大
樹
氏
か
ら
の
総
評
も
あ
り
、
意
外
に
気
付
か
な
い

施
設
の
魅
力
や
率
直
な
意
見
が
示
さ
れ
た
。

　

動
画
は
現
在
も「
ハ
ニ
ワ
こ
う
て
い
世
界
征
服
チ
ャ
ン

ネ
ル
」（
し
お
ん
じ
や
ま
古
墳
学
習
館
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
）に
て
、そ
の
他
の
動
画
と
と
も
に
視
聴

が
可
能
。八
尾
人
は
必
見
。

・
納
涼
企
画「
冷
や
し
旧
家
は
じ
め
ま
し
た
」

　

  　
　
　

＝
２
０
２
１
年
7
月
17
日（
土
）～
9
月
12
日（
日
） 

　

旧
家
で
夏
を
涼
し
く
過
ご
す
企
画「
冷
や
し
旧
家
」を

今
年
も
開
催
。
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
昨
年
の
縮
小
版
を

ベ
ー
ス
に
井
戸
水
で
の
足
水
体
験
を
一
人
用
と
し
て
復
活

し
た
ほ
か
、
ラ
ム
ネ
の
販
売
や
簾
戸
へ
の
入
替
え
も
行

な
っ
て
い
る
。マ
ス
ク
着
用
と
検
温
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆ 

告 

知 

◆

・
講
座
２「
幻
の
銭
湯〝
龍り

ゅ
う
げ
ゆ

華
湯
〟と
大
工
・
森
口

留
吉
に
つ
い
て
」 

＝
９
月
12
日（
日
） 

　

前
号
で
情
報
を
募
集
し
た
「
龍
華
湯
」と
大
工
・
森
口

　

留
吉
に
関
す
る
座
敷
で
ゆ
っ
た
り
講
座
。講
師
は
和
田

　

優
人
氏（
銭
湯
文
化
研
究
、銭
湯
工
務
店
勤
務
）。

・
旧
家
で
観
月
会（
夜
間
開
館
） 

＝
９
月
19
日（
日
） 

　

夜
間
の
旧
植
田
家
住
宅
で
お
月
見
。コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
、

　

と
く
に
イ
ベ
ン
ト
は
あ
り
ま
せ
ん（
夜
間
見
学
の
み
）。

　

状
況
に
よ
り
中
止
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
う
え
ま
つ
劇
場
～
お
庭
で
人
形
劇
・
紙
芝
居
～ 

＝
10
月
23
日（
土
） 

　

こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、旧
植
田
家
の
庭
で
人
形

　

劇
や
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
！
雨
天
時
は
土
間
予
定
。

背景に使う障子を事務所に移動
（リアル背景）
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長
編
小
説「
悪
名
」
で
扱
わ
れ
て
い
る
主
題
の

ひ
と
つ
は
、朝
吉
が
助
け
る
琴
糸
の
自
由
廃
業
と

い
う
問
題
で
す
。

　

自
由
廃
業
と
は
、
遊
郭
で
生
き
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
女
性
が
、明
治
末
期
に
起
こ
し
た
労
働
運
動

の
一
種
で
す
。小
説
の
舞
台
設
定
は
、中
国
と
戦
端

が
開
か
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
昭
和
十
二
年
前
後

で
す
が
、そ
の
頃
に
は
自
由
廃
業
問
題
が
す
で
に

風
化
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
大
正
末
期

に
生
じ
た
松
島
遊
郭
の
移
転
を
め
ぐ
る
疑
獄
事
件

は
政
治
問
題
化
す
る
ほ
ど
、闇
社
会
と
表
社
会
の

利
権
が
絡
ま
り
、全
国
の
遊
郭
問
題
を
象
徴
す
る

の
に
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ

て
も
松
島
遊
郭
の
歴
史
が
古
か
っ
た
こ
と
は
東
光

好
み
だ
っ
た
の
で
す
。

　

東
光
は「
摂
津
名
所
図
絵
大
成
」
を
引
用
し
、

松
島
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
松
に
つ
い
て
語

り
ま
す
。

　
　
〝
蛭え
び
す子

ノ
松
。
右
同
所
（
寺
島
）
の
北
の
端
に

落
穂
拾
い

　

 -
今
東
光
の
薫
風- 

（四
十
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

　

あ
り
。故
に
此
所
を
松
の
端（
鼻
）と
い
ふ
。幹
の

　

太
さ
凡
そ
廻
り
一
丈
余
、枝
葉
繁
茂
し
て
水
上
に

　

垂
れ
、そ
の
景
色
す
こ
ぶ
る
美
観
な
り
。こ
の
松

　

お
よ
そ
三
百
年
の
星
霜
を
経
る
と
い
へ
り
。〟（
中
略
）

　
　

大
阪
郷
土
史
家
の
牧
村
史
陽
君
か
ら
聞
い
た

　

の
で
は
、こ
の
名
高
い
蛭
子
の
松
は
明
治
の
末
頃

　

ま
で
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）年
十
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
潮
社
発
行
「
悪
名
」
よ
り
）

　

牧
村
史
陽
は
明
治
三
十
一
年
に
大
阪
船
場
で
生
ま

れ
独
力
で
郷
土
史
関
係
の
実
地
調
査
や
記
録
作
成

に
打
ち
込
ん
だ
郷
土
史
家
で
あ
り
、東
光
は
特
に

彼
の
研
究
態
度
に
敬
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。東
光

が
い
か
に
牧
村
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
か
は
次
の

よ
う
な
文
章
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　

そ
の
足
で
四
天
王
寺
本
坊
の
佳
陽
会
に
出
席
し
て

　

座
談
を
試
み
る
。こ
の
会
は
牧
村
史
陽
君
の
主
催

　

で
、な
か
な
か
好
い
会
員
が
集
っ
て
居
り
、四
天
王

　

寺
関
係
の
会
で
は
一
番
優
れ
た
会
だ
。 （
中
略
）

　

牧
村
君
を
単
に
郷
土
史
家
な
ど
と
い
う
見
方
を

　

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
だ
し
、ま
た
下
級
僧
侶

　

だ
な
ど
と
軽
蔑
し
て
い
る
こ
と
は
以も

っ

て
の
ほ
か

コ
ラ
ム

　

な
の
だ
。同
君
の「
大
阪
こ
と
ば
辞
典
」と
い
う

　

名
著
は
後
世
に
範
を
垂
れ
る
著
述
で
、こ
れ
ま
た

　

四
天
王
寺
の
諸
事
家
中
、
最
も
優
れ
た
も
の
の

　

一
つ
だ
ろ
う
。不
思
議
に
大
阪
府
市
の
文
化
賞
に

　

洩
れ
た
が
、こ
ん
な
名
著
を
逸
す
る
よ
う
で
は
、

　

大
阪
の
文
化
賞
な
ど
と
い
う
も
の
も
、実
は
他
愛

　

も
な
い
鉛
の
勲
章
み
た
い
な
も
の
だ
。雨
つ
づ
き

　

の
数
日
、は
じ
め
て
月
を
踏
ん
で
帰
っ
た
。

　
　
　

  （
鴨
東
雑
記「
中
外
日
報 

昭
和
三
十
二（
一
九
五
七
）年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
六
日
掲
載
」）

　

牧
村
史
陽
を
は
じ
め
多
く
の
郷
土
史
研
究
の

精
華
が
あ
っ
て
、
東
光
作
品
の
生
地
が
出
来
あ

が
っ
て
い
る
こ
と
を
誰
よ
り
も
東
光
は
よ
く

知
っ
て
い
ま
し
た
。
牧
村
史
陽
が
い
か
に
足
で

稼
い
だ
歴
史
家
で
あ
っ
た
か
は
大
阪
都
市
遺
産

研
究
セ
ン
タ
ー
に
残
さ
れ
て
い
る「
牧
村
史
陽
氏

旧
蔵
写
真
」の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
左
記

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.kansai-u.ac.jp/M

useum
/

osaka-toshi/doc_m
akim

ura.htm
l

  

（
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー（
旧
大
阪
都
市
遺
産
研
究

　
 

セ
ン
タ
ー「
所
蔵
資
料
」サ
イ
ト
））
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安
中
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会
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発
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・

編
集

／
N
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581-0084　
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TEL.072-992-5311
ホ

ー
ム
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ー

ジ
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メ

ー
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ア
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●
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